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十
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八
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真
頼
家
蔵
害
目
録
影
印
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八
）
『
書
籍
目
録
人
下
』
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黒
川
本
の
書
籍
目
録
は
、
本
編
「
人
下
」
の
巻
を
も
っ
て
全
八
冊
の
最
終
巻
と
な
る
。
本
冊
の
表
紙
も
他
の
巻
と
同
じ
く
「
書
籍
自
録
人

下
」
の
害
外
題
を
も
ち
、
内
題
は
な
い
。
ま
た
、
巻
頭
に
あ
っ
た
黒
川
真
頼
蔵
書
の
長
方
印
も
押
印
し
て
い
な
い
が
、
二
十
三
丁
オ
に
こ
の
長

方
印
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
本
目
録
が
改
編
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
。
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
は
赤
色
罫

紙
六
十
九
丁
、
黒
色
罫
紙
十
一
丁
の
合
計
八
十
丁
で
あ
る
。
料
紙
に
は
黒
川
言
斎
の
版
心
を
も
っ
て
い
る
が
、
丁
付
け
は
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な

本
稿
を
終
る
に
あ
た
り
天
・
地
・
人
の
蔵
と
の
関
係
で
、
書
籍
目
録
全
八
冊
を
概
観
し
て
み
た
が
、
天
・
地
・
人
各
冊
ご
と
に
お
け
る
蔵
書

の
顕
著
な
特
徴
は
見
出
だ
せ
な
か
っ
た
。
敢
え
て
掲
げ
る
な
ら
ば
、
天
上
の
史
誌
・
系
図
、
天
下
の
随
筆
、
地
上
の
国
史
・
音
韻
・
文
法
・
日

記
、
地
中
の
風
土
記
・
神
社
、
地
下
の
軍
記
、
人
上
の
仏
教
、
人
中
の
物
語
、
人
下
の
和
歌
・
万
葉
集
な
ど
で
あ
る
。
蔵
の
収
集
内
容
を
理
解

す
る
た
め
、
以
下
に
各
蔵
の
点
数
と
冊
数
お
よ
び
主
な
書
名
を
連
ね
て
参
考
に
供
し
た
い
。

天
の
蔵
（
上
下
）
二
、
七
三
四
点
七
、
五
四
五
冊
都
風
俗
化
粧
伝
、
日
本
山
海
名
産
図
絵
、
西
陸
細
見
図
、
博
物
館
書
目
、
本
朝
書

籍
目
録
、
大
日
本
府
県
志
、
親
王
家
井
門
跡
系
譜
、
明
珍
系
図
、
官
職
秘
抄
、
有
職
懐
中
抄
、
兼
葭
堂
雑
録
、
硯
鼠
漫
筆
。

地
の
蔵
（
上
中
下
）
四
、
五
三
二
点
一
四
、
八
六
三
冊
大
八
洲
、
日
本
書
紀
伝
稿
本
、
江
談
抄
、
和
訓
部
類
抄
、
旅
行
用
心
集
、
玉

の
緒
変
格
弁
、
て
に
を
は
係
辞
弁
、
真
淵
語
意
、
工
芸
志
料
稿
本
、
水
鳥
記
、
稲
生
物
怪
録
、
本
朝
軍
器
考
。

人
の
蔵
（
上
中
下
）
三
、
五
五
六
点
一
三
、
一
七
四
冊
女
中
作
法
之
次
第
、
義
満
公
直
衣
始
記
、
天
児
の
巻
、
小
笠
原
流
進
退
箇
条
、

日
本
百
花
写
真
図
、
水
産
小
学
、
十
王
経
、
本
草
沿
革
、
本
草
綱
目
啓
蒙
図
譜
、
安
南
史
、
西
洋
紀
聞
。

い
0

解
題
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二十五一八黒川真頼家蔵書目録影印（八）『書籍目録人下」

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
「
書
籍
目
録
（
天
・
地
・
人
）
」
に
は
も
と
も
と
分
類
的
な
意
図
は
な
く
、
資
料
の
入
手
時
に
お
け
る
収
蔵
管
理
簿

で
あ
り
、
大
綱
目
と
み
な
さ
れ
る
蔵
ご
と
の
架
蔵
目
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
検
索
の
手
段
か
ら
補
う
た
め
に
「
色
葉
吾
目
」
（
全
七
冊
）

の
書
名
検
索
目
録
、
ま
た
主
題
か
ら
辿
る
こ
と
の
で
き
る
三
十
一
冊
の
「
書
籍
目
録
」
が
編
纂
さ
れ
た
と
ゑ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

質
、
量
と
も
に
誇
っ
た
黒
川
文
庫
最
大
の
損
失
は
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
大
地
震
で
二
つ
の
土
蔵
が
崩

壊
し
、
そ
の
蔵
書
の
大
半
を
焼
失
し
た
こ
と
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
蔵
も
加
え
て
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
五
千
余
冊
を
灰
儘
に
帰

し
て
い
る
。
ま
た
、
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
蔵
書
も
戦
後
の
混
乱
期
に
は
、
古
書
店
に
渡
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
書
店
に
お
け

る
売
り
立
て
で
黒
川
文
庫
は
完
全
に
崩
落
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
成
り
行
き
を
経
た
黒
川
文
庫
が
巷
間
に
ど
う
あ
る
か
は
全
て
を
知
ら
な

い
が
、
学
術
的
な
機
関
に
所
蔵
さ
れ
、
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
は
左
記
の
八
機
関
で
あ
る
。
な
お
、
蔵
書
の
数
量
に
つ
い
て
は
正
確
を
期

す
録
へ
く
、
当
該
機
関
で
ま
た
は
資
料
に
よ
っ
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
若
干
の
差
異
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
所
蔵
機
関
名
〉

実
践
女
子
大
学

明
治
大
学

日
本
大
学

慶
應
義
塾
大
学

国
学
院
大
学

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

東
京
大
学

〈
点
数
〉

三
二
○

一
、
七
九
三

四
八
八

三
五

四
○
八

一
、
○
八
一

一
一
一
一
一
一
一
一

ハ

ー 四二冊
、、、

一
一
、

数
、〆

一
一

八
五
二

一
○
五

六
四

七
○
四

三
八
七

五
一
七

五

二

Q1－
レ冬



本
稿
を
も
っ
て
黒
川
真
頼
家
蔵
害
目
録
の
「
書
籍
目
録
」
（
天
・
地
・
人
）
の
紹
介
を
終
わ
る
。
黒
川
本
の
目
録
は
他
に
「
色
葉
書
目
」
（
七

冊
）
と
「
金
石
図
書
目
録
」
（
一
冊
）
を
本
学
で
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
本
学
が
所

蔵
す
る
書
誌
類
の
再
編
成
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
は
取
り
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

注

本
解
題
は
年
報
の
第
八
号
（
平
成
元
年
三
月
刊
）
か
ら
掲
載
を
始
め
た
。
当
時
、
執
筆
の
指
針
を
示
さ
れ
、
掲
載
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
研
究
所
長
の
野
村
精
一
先
生
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
研
究
所
の
上
野
英
子
先
生
に
多
大
な
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
事
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部

⑪
一
丁
オ
八
行
目
「
語
」
を
墨
点
で
抹
消
し
「
頭
」
と
訂
正
。

②
四
丁
ウ
一
行
目
「
慶
長
見
聞
集
之
」
と
朱
墨
で
補
記
。

③
二
十
一
丁
オ
十
五
行
目
「
蜀
山
人
」
を
墨
の
棒
線
で
消
去
。

側
二
十
五
丁
オ
ウ
黒
色
罫
紙
で
表
裏
共
に
記
載
な
し
。

⑤
二
十
七
丁
オ
六
行
目
「
和
歌
」
を
朱
点
で
消
去
し
「
一
名
萬
葉
集
註
澤
又
仙
覚
抄
」
と
朱
墨
で
補
記
。

⑥
二
十
七
丁
ウ
ニ
行
目
「
本
願
寺
本
」
と
朱
墨
で
補
記
。
冊
数
表
示
の
「
三
」
を
「
四
」
に
訂
正
し
「
三
四
」
と
な
る
。

二
一
九

計
四
、
六
六
七

三
九
九

一
二
、
三
八
○

F》の
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二十五一八黒川真頼家蔵害目録影印（八）『書籍目録人下』

例
二
十
八
丁
ウ
四
行
目
書
名
「
長
妹
詠
藻
」
、
冊
数
「
二
」
を
墨
字
で
書
入
れ
。

⑧
三
十
丁
オ
八
行
目
冊
数
表
示
の
「
二
○
」
を
墨
点
で
消
去
し
「
十
八
」
と
訂
正
。

（
マ
マ
）

側
三
十
三
丁
オ
一
行
目
「
自
然
斉
宗
祇
」
に
墨
字
で
「
家
集
」
を
補
記
。

⑩
三
十
四
丁
オ
ウ
黒
色
罫
紙
で
表
裏
共
に
記
載
な
し
。

⑪
三
十
七
丁
オ
一
行
目
「
異
本
」
と
墨
字
で
補
記
。

⑫
三
十
八
丁
オ
九
行
目
「
現
行
自
筆
百
人
一
首
」
の
後
に
「
二
編
」
と
睾
字
で
補
記
。

⑬
四
十
丁
ウ
七
行
目
「
家
」
を
朱
点
で
消
去
。

⑭
五
十
一
丁
オ
ニ
行
目
「
渓
雲
聞
害
」
の
後
に
．
名
幸
隆
聞
耆
」
と
墨
字
で
補
記
。

⑮
五
十
三
丁
オ
八
行
目
「
増
井
寺
」
の
う
ち
「
井
寺
」
を
朱
点
で
消
し
「
山
井
」
と
訂
正
。

⑯
六
十
三
丁
オ
一
行
目
「
月
旦
衆
評
泉
譜
」
を
朱
の
棒
線
で
消
去
、
冊
数
表
示
の
「
二
」
を
朱
点
で
消
去
⑤

⑰
六
十
四
丁
オ
三
行
目
「
濤
」
の
頭
に
○
を
付
し
右
に
「
銭
」
と
墨
書
。

⑱
六
十
四
丁
オ
六
行
目
「
鍔
銭
考
」
を
墨
で
消
去
。

⑱
六
十
五
丁
オ
八
行
目
「
孔
子
図
鑑
」
と
あ
り
。

⑳
六
十
八
丁
オ
五
行
目
朱
墨
で
「
巻
九
欠
」
と
補
記
。

⑳
六
十
九
丁
オ
八
行
目
「
蜻
蛉
日
記
」
を
朱
の
棒
線
で
消
去
。

⑫
六
十
九
丁
ウ
七
行
目
「
東
歌
神
楽
歌
」
と
墨
字
で
補
記
。

⑬
七
十
八
丁
ウ
八
行
目
朱
墨
で
「
明
治
廿
一
年
三
月
八
日
読
極
」
と
あ
り
。
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